
　従来より地球温暖化対策としてCO2削減に取り組んでき
たが、一昨年の東日本大震災に伴う節電要請以降、より幅
広く様々な省エネ対策に取り組んできている。特に自社製
ソーラー発電システムの大規模な増設は消費電力の削減と
CO2削減に大きく貢献した。その他、グリーンカーテン・
よしず・オーニングの設置による温室効果ガス削減、トイ
レや手洗い場の節水及びドレン排水再利用による節水対
策、ハイブリットカー導入促進などを実施している。
　また従業員の環境意識向上を図るため、エコチャレンジ
2012と称した省エネアイデアの募集、こども環境作文の
募集、家庭でのグリーンカーテンフォトコンテスト及び通
勤時の相乗り・ノーマイカーデーによる自動車使用燃料削
減を実践している。加えて地域貢献活動としてCSR報告会
の実施や地域展示会への出展、小学校での環境出前授業の
実施、森林保全活動では従業員によるボランティアで工場
敷地内の里山整備を積極的に行っている。

京セラ株式会社  福島棚倉工場
〒963-5692 福島県東白川郡棚倉町大字流字中豊88　電話：0247-33-3185　URL：http://www.kyocera.co.jp

ソーラー発電システムを中心とした省エネルギー対策の
実践と地域貢献活動

ソーラー発電システム増設による使用電力削減

事務所棟西側の窓に長さ53m、高さ4.5mの
ゴーヤによるグリーンカーテンを設置

環境出前授業の実施
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　東日本大震災などの被災地の早期復興と環境にやさしい
地域づくりに貢献することを目的に、被災地の森林整備を
支援しており、被災地産のオフセット・クレジット（J-VER）
を調達。
　支援対象のプロジェクトの採択に際して、「被災の程度」、
「プロジェクトの推進による雇用の創出効果、地域経済の
活性化」、「温室効果ガス削減・吸収以外の生物多様性保全・
国土保全・水源涵養等の相乗効果」等の視点から評価し、
採択された8件のプロジェクトのうち、7件は被災地の森林
整備によりCO2吸収量の拡大を図るもの、残りの1件は「が
れき」を選別して木質バイオマス燃料として活用する広域
プロジェクトとした。
　このプロジェクトにおいて同社が調達するCO2吸収量・
CO2削減予定量は約5,000tとなり、オフセット見込み量は
日本で最大規模を実現している。
　森林を持続可能な資源として整備し、自然を大切にする
人づくりを目的に「日本興亜の森林（もり）」を設置し森林
整備活動を行なっている。

日本興亜損害保険株式会社
〒100-8965 東京都千代田区霞が関3-7-3　電話：03-3593-3111（大代表）　URL：http://www.nipponkoa.co.jp/

日本の森林を守る日本興亜の取り組み
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